





























2 村上信彦『大正期の職業婦人』ドメス出版 1983年 p.55では、資料の不足の中でいくつかの統計を比較しな
がら働く女性の人口を r358万1183人」とし「日本の女子人口 2700万人の 13%J としている。問書で取り上げ
ている職業は「小学教師・女中・事務員電話交換手・パス車掌・電車車掌・自動車運転手・デパート庖員・タイ
ピスト・美容師・雑誌記者・看護婦・女医・その他の職業J(pp.4-5)である。
3 例えば、渡部喜美子「大正看護史 [10J [l1Jマスコミに現れた看護婦像 そのしその 2J W看護教育~ 23巻




































理論研究会『叢書生涯学習 W 成人性の発達』雄松堂出版 1989年 pp.141-171
5 山下麻衣『看護婦の歴史ー寄り添う専門職の誕生一』吉川弘文館 2017年 pp.4-8 



























あった。東京府「看護婦規貝IjJ (1900 (明治33) 年)では受験資格を「満二十年以上ノ
左手Jとし、内務省令「看護婦規則Jでは I木令ヱ於テ看護婦ト称スルハ公衆ノ需ニ応ジ
傷病者又ハ祷婦看護ノ業務ヲ為ス主王ヲ謂フJ8とした。これらに先んじて京都医会が作




























短期 3年課程 高校卒 3年
大学 2年課程 高校卒の准看護師 2年
高等学校専攻科 高校卒の准看護師 2年
文部大臣 3年課程 高校卒 3年
保健飾助産 厚生労働 准看護師業務経験














1948 (昭和23)年、 「保助看法」が制定され、甲種看護婦(高卒後 3年間の専門教
育) ・乙種看護婦(中卒後 2年間の専門教育) ・保健婦 ・助産婦の 4種の看護職が定め ら
れた。保助看法により、 「療養上の世話及び診療の補助Jは甲種看護婦しか行いえない
(業務独占)ことになり、また医師と同じく終身免許となった。
これにより「看護婦職業が医療現場で専門職として確立 したい 10 しかし、 1951 (昭和















































































16 山下麻衣「明治期以降における看護婦資格制度の変遷Jr大阪大学経済学J50巻4号 2001年3月 p.101 
17 看護史研究会前掲『歴史~ p.40 







































20 亀山美知子『近代日本看護史 IV 看護婦と医師』ドメス出版 1984年 pp.125-126 亀山によればこの意
見書は「おそらく明治23年の9月頃に提出されたものJ(1890年)としている。
21 看護史研究会『看護学生のための日本看護史』医学書院 2014年 pp.78-79
22 杉田他 前掲書 p.139 では、京都看病婦学校の田中定が書いた『赤痢虎列刺看護法~ (1895 (明治28)年)が、
看護婦が書いた最初の看護書とされる。










































24 看護史研究会 前掲『歴史~ pp.54-55。平川が一部ノレピを追加した。
25 山下前掲『看護婦の歴史~ p.79 
26 看護史研究会前掲『歴史~ p.l73 






































28 同前 p172 
29 インターネット検索「訪問看護セクハラ」で28万件 (2017/1 /25)、産経westr訪問看護師の5割『利用者、
家族から暴力受けた~ ~抱きつかれた』セクハラ被害も 神戸市看護大が調査J(2016.6.18) 
30 看護史研究会前掲『歴史~ p.106 
31 亀山美知子『近代日本看護史~ 1巻 p.164 



































3 山下 前掲「明治期日本における看護婦の誕生Jp.119 
34 看護史研究会前掲『歴史~ p.41 











































38 看護史研究会前掲『歴史~ p.178 











































40 看護史研究会前掲『歴史~ pp.127-129 
41 間前 p.111-112 
42 間前 p.179 
43 同前 p.181 




































45 間前 p.38 
46 日本看護歴史学会前掲喜 P.39

















































50 看護史研究会前掲「歴史~ pp.l-3 
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